
令和７年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（連携体制強化型）

カーボンニュートラルへの挑戦！〜蓄電池業界を牽引するゲームチェンジャーの育成〜
管理機関名（兵庫県教育委員会）、学校名（兵庫県立姫路工業高等学校）

【⾃治体・専⾨⾼校】
・我が国に加え世界各国は、2050年前後のカーボンニュートラルの実現を国家⽬標として設定している。
・脱炭素社会の実現に向けた取組は、気候変動対策だけでなく、新時代の経済成⻑の源泉となっている。
・蓄電池は、脱炭素社会の社会インフラや経済安全保障の観点から重要な産業分野である。
・関⻄圏では、今後5年間に合計約１万⼈の雇⽤が⾒込まれる。
・関⻄蓄電池⼈材育成等コンソーシアムでは、教材（授業テンプレート）が開発されその活⽤と成果が期待されている。
・Society5.0を⽀える⼈材として、⼯業の技術⼒が求められる中、⼯業⾼校へ⼊学する⽣徒が減少している。

【⾃治体】
・マイスター・ハイスクール運営委員会の指導・助⾔
・他府県のマイスター・ハイスクールに関する取組を情報
発信

・県内の連携校（兵庫県⽴洲本実業⾼校）との調整
・産業労働部、近畿経済産業局との連携・調整
・実習装置等の導⼊・調整
・関⻄蓄電池⼈材育成等コンソーシアムに所属する⼤阪府、
和歌⼭県の⾼校との調整（教育委員会間の連携）

・成果発表会に関する会場及び講師派遣等の⽀援
・学校設定科⽬の指導・助⾔
・カーボンニュートラルに関する探究学習の指導・助⾔

【専⾨⾼校】
・バッテリーに関する学習（座学・実習）
※関⻄蓄電池⼈材育成等コンソーシアムで作成された授業テンプレートを活⽤

・⼤学の学識者による授業（座学）及び研究授業
・全学科で取り組むカーボンニュートラル
・「モノ」から「学び」を進め、新しい専⾨⾼校として姫路⼯業モ
デルを実施

・企業技術者による授業（実習）及び技術研修
・⽣徒、教員対象の企業・⼤学等への視察及び実習体験
・カーボンニュートラルに関する探究学習
・⼩学⽣向け環境に関わる出前授業
・連携校（兵庫県⽴洲本実業⾼校・兵庫県⽴兵庫⼯業⾼校）への情
報交換、発信

・今後もグローバルで市場の成⻑が予測されており、⼈材の育成・確保は喫緊の課題である。
・⼯業⾼校で実施する教育プログラムが、学校を取り巻くステークホルダーのニーズに対応できていない。
・短期的な産学連携に留まり、外部ソースの獲得が不⾜している。
・蓄電池に関する教材の活⽤と成果の検証、専⾨知識を有する⽣徒および教員の育成が必要である。

【⾃治体】
・カーボンニュートラル社会のキーテクノロジーである蓄
電池技術を⽀える技術者を社会に輩出し、新たな価値を
創造する⼈材の育成

・「⼯業×環境」によりカーボンニュートラル社会の実現
に取り組む企業との連携を⽀援

・産業界、⼤学、⾼専、⾏政等が連携した教育プログラム
の周知・広報

【専⾨⾼校】
・専⾨⾼校の特⾊化・魅⼒化による定員充⾜率の向上
・地域社会との持続可能な連携による⼈材育成（⽣徒・教員）、
イノベーションの創出

・時代のニーズに対応した教育活動及び教育課程の編成
・「モノ」から「学び」、専⾨⾼校の⾰新的⼈材育成研究
・専⾨業⾼校の学びを地域社会のフィールドへ展開
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マイスター･ハイスクール運営委員会

令和６年３⽉１⽇時点
関⻄蓄電池⼈材育成等コンソーシアム

マイスター・ハイスクール校内運営組織

校⻑

事務⻑

産学連携コーディネーター
（実務の総括）

教頭

各⼯業科⻑
（実践代表）

教務部⻑
（教育課程）

進路指導部⻑
（キャリア教育）

機械科 電気科

電⼦機械科

溶接科

デザイン科 ⼯業化学科

【拠点校】兵庫県⽴姫路⼯業⾼校
・校⻑、教頭

・各⼯業科⻑

企業
・電池⼯業会
・電池サプライチェーン協議会
・ﾌﾟﾗｲﾑﾌﾟﾗﾈｯﾄｴﾅｼﾞｰ＆ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

⼤学等
・⼤阪⼤学
・新居浜⼯専

【オブザーバー】

⾏政
・兵庫県産業労働部
・兵庫県教育委員会
・近畿経済産業局

連携・暗黙知

検証・評価
指導・助⾔

知識・技術の習得

成果・課題
調査・分析 連携・形式知

連
携

・産学連携コーディネーター
（企業、近畿経済産業局と連携）

事業推進委員会⾦融機関
地元銀⾏

⾃⾛に向
けた取組

連携企業


